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くすりと健康
自
覚
症
状
に
乏
し
い
ま
ま
進
行
す
る
慢

性
腎
臓
病（
C
K
D
）は
、
就
業
や
子
育
て

に
よ
る
過
労
や
、
高
齢
者
に
多
い
糖
尿
病

や
高
血
圧
が
引
き
金
と
な
っ
て
お
こ
る
、
老

い
も
若
き
も
か
か
る
新
た
な
国
民
病
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

腰
部
に
左
右
一
対
あ
る
腎
臓
は
、
主
に

五
つ
の
役
割
が
あ
り
、
血
液
中
の
老
廃
物

を
尿
と
し
て
体
外
に
排
出
、
血
圧
の
調
節
、

血
液
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
調
整
、
強
い
骨
を
作
る
、
と
い
っ
た
役
割

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
腎
臓
機
能
が
六
割
以

下
に
低
下
す
る
か
、
タ
ン
パ
ク
尿
が
で
る

と
い
っ
た
症
状
が
、
い
ず
れ
も
三
カ
月
以
上

続
く
状
態
を
慢
性
腎
臓
病
と
い
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
危
険
因
子
と
し
て
あ
り
、
症
状
が
進

行
す
る
と
、
薬
物
治
療
で
元
の
状
態
に
ま

で
回
復
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
の
リ
ス
ク
が
増

加
し
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
人
工
透
析

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
な
健
康
診
断
に
よ

る
早
期
発
見
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
夜
間

尿
、
む
く
み
、
貧
血
、
倦
怠
感
、
息
切
れ

と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
人
は
、
進
行
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
早
急
な
検
査
が

必
要
で
す
。
検
査
と
し
て
は
、
尿
検
査
や

血
液
検
査
が
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
尿
か
ど
う

か
や
、
血
液
中
の
老
廃
物
で
あ
る
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
の
量
が
増
加
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
ま
す
。
腎
機
能
が
ど
の
程
度
残
っ

て
い
る
か
と
い
う
指
標
と
な
る
の
が
、
推

算
糸
球
体
ろ
過
量（
e
G
F
R
）で
あ
り
、

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
と
年
齢
と
性
別
か
ら

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査
の
結
果
、

慢
性
腎
臓
病
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
腎
機
能
低
下
に
よ
る

種
々
の
症
状
を
改
善
し
た
り
す
る
薬
物
療

法
を
し
ま
す
。
主
に
は
、
老
廃
物
を
体
か

ら
追
い
出
す
経
口
吸
着
炭
素
製
剤
、
血
圧

を
調
節
す
る
降
圧
薬
や
利
尿
薬
、
血
液
を

作
る
ホ
ル
モ
ン（
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
）、
ミ

ネ
ラ
ル
を
調
整
す
る
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン
の
吸

着
薬
、
強
い
骨
を
作
る
ビ
タ
ミ
ン
D
製
剤

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
薬
物
治
療
以
外
に
、

病
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
が
け
、
肥
満
に
注
意
し
、

喫
煙
者
は
禁
煙
し
、
タ
ン
パ
ク
質
や
塩
分

を
ひ
か
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
カ
リ
ウ
ム

や
リ
ン
、
水
分
の
制
限
も
必
要
に
な
り
ま

す
。初

め
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
初
期
に
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
、
こ

の
疾
患
の
怖
い
と
こ
ろ
で
、
自
覚
症
状
が

で
た
頃
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
て
、
自
然

に
治
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
置
す
れ

ば
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
検
査
を
し
っ
か
り
受
け
、
早
期

発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
規
則
正
し
い

生
活
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

（
長
田
区
　ふ
れ
あ
い
薬
局
長
田浅

田
　圭
一
）

慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）

に
つ
い
て

一般社団法人
神戸市薬剤師会

神戸移住センターとは、1928年から
1971年まで活躍したブラジル移民のため
の施設です。ここで1週間から10日間、オ
リエンテーション、健康検査や予防注射な
どの移住準備をおこないました。この施設
は「国立移民収容所」「神戸移住教養所」「神
戸移住あっせん所」「神戸移住センター」と
改称されていきます。長崎・横浜にも過去
に移住センターはありましたが、建物が現
存するのは神戸だけです。
著者は元神戸新聞社社員で、1970年代

に日本史を庶民の目から見直そうとする機運
の中、神戸が移住基地であったため移民研
究を始めます。そしてブラジル移住研究と交
流の功績で、2010年春、旭日双光章を受
章しました。本書では、国立移民収容所を
舞台に日本を出発する前の人々の様子を描
いた小説『蒼氓』で第一回芥川賞を受賞した
石川達三や、ブラジルでの仏教布教のさき

がけとなった茨木友
次郎（日水上人）も
取り上げています。
ブラジル移住事
業は衰退していき
ますが、移住センターは後世に海外移住の
歴史を語り伝えていく場所として活用されま
す。そして、阪神・淡路大震災をきっかけに
して移住者顕彰事業が動きだします。その
結果、神戸港に移民乗船記念碑が建立さ
れ、移住センターは「神戸市立海外移住と
文化の交流センター」としてオープンし、か
つて移住者が歩いた道も整備されました。
2015年は日本とブラジルが国交を結ん

で120年になります。本書は神戸移住セン
ターという施設を基盤にして、国際交流の
成功例である先人たちの活動を紹介してい
ます。神戸とブラジルの交流から、日本人
の生き方を教えてくれます。

そうぼう

にっすいしょうにん
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